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要
旨

　

バ
ル
カ
ン
（
南
東
欧
）
諸
国
で
は
各
国
の
歴
史
教
科
書
の
民
族
主
義
的
な
側
面
が
紛
争
を
助

長
し
和
解
を
妨
げ
る
要
因
の
一
つ
と
し
て
問
題
視
さ
れ
、諸
外
国
か
ら
も
関
心
を
集
め
て
き
た
。

バ
ル
カ
ン
諸
国
の
中
で
も
歴
史
教
育
を
め
ぐ
る
活
発
な
論
争
が
見
ら
れ
る
ク
ロ
ア
チ
ア
の
事
例

を
取
り
上
げ
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
歴
史
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
お
よ
び
歴
史
教
科
書
の
変
化
あ
る

い
は
継
続
性
、
と
く
に
ク
ロ
ア
チ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
愛
国
的
な
歴
史
観
と
の
関

わ
り
に
注
目
し
な
が
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
や
「
祖
国
戦
争
」
に
関
す
る
記
述
に
焦
点
を
あ
て

て
、
そ
の
特
徴
と
問
題
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

ク
ロ
ア
チ
ア
の
学
校
教
育
に
お
い
て
歴
史
は
主
要
な
科
目
の
一
つ
で
あ
り
、
授
業
時
間
数
も

か
な
り
多
い
。
歴
史
教
科
書
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
準
拠
し
た
認
可
制
で
、
複
数
の
出
版
社
か
ら

刊
行
さ
れ
、
四
〜
五
年
ご
と
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
の
教
科
書
は
民
族
主
義
的

な
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
制
約
は
緩
和
さ
れ
る

一
方
、
ク
ロ
ア
チ
ア
議
会
の
「
祖
国
戦
争
に
関
す
る
宣
言
」
な
ど
を
通
じ
て
公
式
見
解
が
表
明

さ
れ
、
教
科
書
に
反
映
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
が
生
じ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
に
せ
よ
「
祖
国

戦
争
」
に
せ
よ
、
ク
ロ
ア
チ
ア
を
犠
牲
者
・
被
害
者
と
し
て
描
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
ク
ロ
ア

チ
ア
側
に
も
問
題
が
あ
っ
た
と
す
る
よ
う
な
「
相
対
化
」
の
動
き
糾
弾
し
、
多
角
的
な
視
点
に

基
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
を
認
め
な
い
立
場
も
あ
る
。
そ
の
点
で
、
な
お
ク
ロ
ア
チ
ア
の
歴
史
教
育

に
は
紛
争
を
助
長
し
和
解
を
妨
げ
か
ね
な
い
面
が
あ
り
、
そ
の
本
質
的
な
改
善
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
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は
じ
め
に

　

二
〇
一
九
年
九
月
、
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
「
人
生
の
た
め
の
学
校
（Škola za 

život

）」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
下
で
新
学
期
が
始
ま
っ

た
１
。
す
で
に
二
〇
一
四
年
に
社
会
民
主
党
主
導
の
中
道
左
派
連
立
政
権
の
下
で
始

ま
っ
て
い
た
包
括
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
プ
ロ
セ
ス
は
、
二
〇
一
六
年
の
ク
ロ
ア

チ
ア
民
主
同
盟
主
導
の
中
道
右
派
連
立
政
権
へ
の
交
代
に
よ
り
大
幅
な
軌
道
修
正
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
教
育
担
当
大
臣
（
現
在
で
は
科
学
教
育
大
臣
）
が
次
々
と
交
代

し
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
二
度
に
わ
た
る
数
万
人
規
模
の
抗
議
デ
モ
ま
で
組
織
さ

れ
る
な
ど
、
大
き
な
抵
抗
を
受
け
な
が
ら
も
導
入
に
ま
で
漕
ぎ
着
け
た
こ
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
革
は
、「
情
報
」
の
必
修
化
と
い
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
拡
充
に
加
え
、

教
科
書
の
低
価
格
化
（
実
際
に
は
小
学
校
で
は
無
償
貸
与
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）

と
軽
量
化
、
さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
定
の
評
価
を
受
け

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

し
か
し
、
当
初
想
定
さ
れ
て
い
た
市
民
（
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
）
教
育
の
よ
う
に
導

入
を
見
送
ら
れ
た
科
目
が
あ
り
、
そ
の
他
の
科
目
に
関
し
て
も
十
分
に
時
間
を
か
け

て
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
策
定
さ
れ
た
も
の
と
は
言
い
が
た
い
こ
と
か
ら
、
必
ず

し
も
肯
定
的
な
意
見
ば
か
り
が
出
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
歴
史

教
育
に
関
し
て
言
え
ば
、
数
年
間
か
け
て
準
備
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
が
突
如
破

棄
さ
れ
、
新
し
い
専
門
家
委
員
会
の
下
で
大
幅
に
修
正
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
採

択
さ
れ
る
な
ど
、
不
透
明
な
プ
ロ
セ
ス
に
疑
義
が
生
じ
た
こ
と
に
加
え
、
教
育
法
の

観
点
か
ら
「
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
ま
で
逆
行
し
て
い
る
」２
と
の
厳
し
い
批
判
が

浴
び
せ
ら
れ
て
い
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
を
代
表
す
る
歴
史
研
究
・
教
育
機
関
の
一
つ
で

あ
る
ザ
グ
レ
ブ
大
学
は
即
座
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
の
撤
回
を
求
め
る
声
明
を
発
し
て

い
る
３
。
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
く
歴
史
教
科
書
は
、
ま
だ
古
代
史
に
関
す

る
も
の
（
小
学
校
五
年
生
向
け
お
よ
び
中
学
校
一
年
生
向
け
）
し
か
刊
行
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
る
の
か
判
断
で
き
な
い
が
、

歴
史
学
の
学
術
性
と
専
門
性
を
否
定
す
る
「
教
条
主
義
的
な
歴
史
」４
へ
の
逆
行
を

危
惧
す
る
声
も
す
で
に
上
が
っ
て
い
る
。

　

バ
ル
カ
ン
（
南
東
欧
）
諸
国
の
歴
史
教
科
書
問
題
は
、
と
く
に
一
九
九
〇
年
代
に

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
が
勃
発
し
て
か
ら
、
各
国
の
歴
史
教
科
書
の
民
族
主
義
的

な
側
面
が
紛
争
を
助
長
し
和
解
を
妨
げ
る
要
因
の
一
つ
と
し
て
問
題
視
さ
れ
、
当
事

者
で
あ
る
バ
ル
カ
ン
諸
国
だ
け
で
な
く
諸
外
国
か
ら
も
関
心
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
バ
ル
カ
ン
諸
国
と
同
じ
よ
う
に
近
隣
諸
国
間
で
歴
史
教
科
書
問
題
を
抱
え
る
日

本
で
も
早
く
か
ら
問
題
意
識
が
共
有
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
か
ら
東
ア
ジ
ア
と

の
比
較
を
視
野
に
入
れ
た
バ
ル
カ
ン
諸
国
の
事
例
の
共
同
研
究
が
進
め
ら
れ
、
今
日

に
至
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
バ
ル
カ
ン
諸
国
の
歴
史
研
究
者
・
教
育
者
ら
が
た
び

た
び
国
際
会
議
等
を
開
催
し
、
既
存
の
歴
史
教
科
書
の
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
し
、

共
通
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
共
通
歴
史
教
材
の
作
成
ま
で
行
っ
た
二
〇
〇
〇
年
代

の
状
況
と
比
べ
て
、
現
在
の
ほ
う
が
教
科
書
自
体
の
改
善
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い

い
が
た
い
。

　

本
稿
で
は
バ
ル
カ
ン
諸
国
の
中
で
も
歴
史
教
育
を
め
ぐ
る
活
発
な
論
争
が
見
ら
れ

る
ク
ロ
ア
チ
ア
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
歴
史
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

お
よ
び
歴
史
教
科
書
の
変
化
あ
る
い
は
継
続
性
、
と
く
に
紛
争
を
助
長
し
和
解
を
妨
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げ
る
要
因
と
さ
れ
た
ク
ロ
ア
チ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
愛
国
的
な
歴
史
観

が
ど
の
程
度
教
科
書
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
義
務
教

育
の
最
終
学
年
に
あ
た
る
小
学
校
八
年
生
向
け
の
歴
史
教
科
書
に
描
か
れ
た
第
二
次

世
界
大
戦
や
「
祖
国
戦
争
」（
近
年
で
は
「
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
戦
争
」
と
も
呼
ば
れ
る
）

と
い
っ
た
ト
ピ
ッ
ク
が
、
主
た
る
分
析
の
対
象
と
な
る
。
ま
た
、
導
入
さ
れ
た
ば
か

り
の
新
し
い
歴
史
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
あ
わ
せ
て
確
認
し
て
い
く

こ
と
と
し
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
研
究
課
題
「
バ
ル
カ
ン
諸
国
の
歴
史
教
育
か

ら
見
た
紛
争
と
和
解
の
研
究
」）（15K

T0046

）
の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
。

１
．
ク
ロ
ア
チ
ア
の
学
校
教
育
制
度
と
歴
史
教
育

　

歴
史
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
分
析
の
前
提
と
し
て
、
ま
ず
ク
ロ
ア
チ
ア
の
学
校
教
育
制

度
と
歴
史
教
育
の
特
徴
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
。
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
い
て
義
務
教

育
を
行
う
初
等
教
育
機
関
は
八
年
制
の
小
学
校
で
あ
る
。
こ
れ
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
の
一
部
で
あ
っ
た
一
九
五
〇
年
代
末
か
ら
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
一
九
九
〇
年
代
に

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
が
解
体
し
て
か
ら
九
年
制
に
移
行
し
た
他
の
国
々
と
異
な
り
、

現
在
ま
で
一
貫
し
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
提
示
さ
れ
た
際
に
は
小
学
校
八
年
間
に
加
え
て
中
学
校

二
年
間
を
義
務
教
育
と
す
る
こ
と
が
構
想
さ
れ
て
い
た
が
、
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ

た
５
。
な
お
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
に
お
け
る
就
学
前
教
育
を
除
く
義
務
教

育
期
間
は
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ

は
小
学
校
九
年
間
、
コ
ソ
ヴ
ォ
は
小
学
校
・
中
学
校
あ
わ
せ
て
九
年
間
、
北
マ
ケ
ド

ニ
ア
は
小
学
校
九
年
間
と
中
学
校
二
〜
四
年
間
と
な
っ
て
い
る
。セ
ル
ビ
ア
だ
け
が
、

ク
ロ
ア
チ
ア
と
同
じ
く
八
年
制
の
小
学
校
を
維
持
し
、
そ
れ
を
義
務
教
育
期
間
と
し

て
い
る
（
た
だ
し
、
セ
ル
ビ
ア
は
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
に
九
年
制
へ
の
移
行
を
試
み

た
時
期
が
あ
る
）６
。
な
お
、
そ
の
他
の
バ
ル
カ
ン
諸
国
（
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ

リ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ア
ル
バ
ニ
ア
）
で
も
、
義
務
教
育
期
間
が
小
学
校
・
中
学
校
あ

わ
せ
て
九
年
間
を
下
回
る
国
は
な
い
（
就
学
前
教
育
を
除
く
）７
。

　

な
お
、
現
在
の
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
歴
史
の
年
間
授
業
時
間
数
は
、
小
学
校
五

年
生
か
ら
八
年
生
ま
で
各
々
七
〇
時
間
（
週
二
時
間
）、
合
計
二
八
〇
時
間
と
な
っ

て
い
る
８
。
他
の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
と
比
較
す
る
と
、
セ
ル
ビ
ア
は

二
四
八
時
間
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
は
二
〇
一
時
間
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ

は
二
〇
八
時
間
（
地
域
差
が
あ
る
）、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
は
二
三
九
時
間
、
北
マ
ケ
ド

ニ
ア
は
二
八
八
時
間
と
な
っ
て
お
り
、
ク
ロ
ア
チ
ア
は
北
マ
ケ
ド
ニ
ア
と
並
ん
で
歴

史
の
授
業
時
間
数
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
９
。
ち
な
み
に
、
コ
ソ
ヴ
ォ
だ
け
は
五
年

生
か
ら
九
年
生
ま
で
歴
史
を
学
ぶ
た
め
、
さ
ら
に
多
く
の
時
間
を
歴
史
の
授
業
に
割

い
て
い
る
（
三
六
六
時
間
、
前
期
中
等
教
育
の
四
学
年
だ
け
で
も
二
九
二
時
間
）10
。

小
学
校
に
お
け
る
標
準
的
な
授
業
科
目
と
時
間
数
は
、
表
１
の
通
り
で
あ
る
。

　

一
方
、
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
義
務
教
育
で
は
な
い
中
等
教
育
機
関
は
、
四
年
制

の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
、
同
じ
く
四
年
制
の
芸
術
学
校
、
そ
し
て
三
〜
五
年
制
の
専
門
学

校
（
職
業
学
校
）
に
分
か
れ
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
一
九
九
〇
年
代
初

頭
に
か
け
て
、
職
業
教
育
を
重
視
し
た
教
育
セ
ン
タ
ー
に
統
一
さ
れ
た
時
期
を
除
け
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ば
、
こ
う
し
た
区
分
こ
そ
が
伝
統
的
な
も

の
で
あ
る
と
言
え
る
。
二
〇
〇
九
年
か
ら

マ
ト
ゥ
ー
ラ
と
呼
ば
れ
る
国
家
卒
業
試
験

が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
除
け
ば
11

、
こ
の

四
半
世
紀
に
わ
た
り
制
度
的
に
大
き
な
変

更
は
見
ら
れ
な
い
。
現
在
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ

ム
に
は
総
合
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
、
古
典
ギ
ム

ナ
ジ
ウ
ム
、
言
語
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
、
自
然

科
学
・
数
学
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
、
自
然
科
学

ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
が
あ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

も
異
な
る
。
歴
史
は
ど
の
タ
イ
プ
の
ギ
ム

ナ
ジ
ウ
ム
で
も
す
べ
て
の
学
年（
四
学
年
）

で
必
修
科
目
と
さ
れ
、
そ
の
年
間
授
業
時

間
数
は
、
一
〜
三
年
生
は
ど
の
タ
イ
プ
の

ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
も
各
々
七
〇
時
間
だ

が
、
四
年
生
は
総
合
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
は

九
六
時
間
、
そ
の
他
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
は

七
〇
時
間
と
な
っ
て
い
る
12

。

　

社
会
主
義
期
か
ら
一
九
九
〇
年
代
半
ば

に
至
る
ま
で
、
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
歴

史
教
科
書
は
基
本
的
に
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・

ク
ニ
ガ
社
が
刊
行
す
る
も
の
一
種
類
し
か

表1：小学校の授業科目と年間授業時間数
（2006年度から2018年度までのカリキュラム）

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 7年生 8年生
必修科目

クロアチア語 175 175 175 175 175 175 140 140
美術 35 35 35 35 35 35 35 35
音楽 35 35 35 35 35 35 35 35
外国語（*1） 70 70 70 70 140 140 140 140
数学 140 140 140 140 140 140 140 140
自然 52.5 70
生物 70 70
化学 70 70
物理 70 70
自然と社会 70 70 70 105
歴史 70 70 70 70
地理 52.5 70 70 70
技術文化 35 35 35 35
保健体育 105 105 105 70 70 70 70 70

選択科目
宗教（*2） 70 70 70 70 70 70 70 70
外国語（*1） 70 70 70 70 70
その他（*3） 70 70 70 70

古典語特別プログラム
ラテン語 105 105 105 105
ギリシャ語 105 105

出典：Nastavni plan i program za osnovnu školu, Zagreb: Ministarstvo znanosti i obrazovanja i športa, 2006.
*1： 外国語には、英語、ドイツ語、フランス語、イタリア語があり、1年生から始まる必修の第一外国語の
ほか4年生から始まる第二外国語が選択できる。

*2：宗教のうち、当該カリキュラムで明示されているのはカトリックのみ。
*3：その他の選択科目のうち、当該カリキュラムで明示されているのは「情報」のみ。
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な
く
、
事
実
上
の
国
定
教
科
書
と
な
っ
て
い
た
が
、
一
九
九
六
年
か
ら
多
元
化
が
は

か
ら
れ
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
認
可
制
の
下
で
数
多
く
の
出
版
社
が
教
科
書
を

刊
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
採
択
率
に
よ
る
制
限
（
認
可
済
み
で
あ
っ
て

も
採
択
希
望
率
一
〇
％
未
満
の
も
の
は
失
効
と
な
る
）
が
課
さ
れ
る
な
ど
紆
余
曲
折

を
経
て
、
二
〇
一
九
年
度
の
時
点
で
歴
史
教
科
書
を
刊
行
し
て
い
る
の
は
シ
ュ
コ
ル

ス
カ
・
ク
ニ
ガ
社
の
ほ
か
、
ア
ル
フ
ァ
社
、
メ
リ
デ
ィ
ア
ニ
社
、
プ
ロ
フ
ィ
ル
・
ク

レ
ッ
ト
社
、
ア
ル
カ
ス
ク
リ
プ
ト
社
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
教
科

書
は
た
び
た
び
改
訂
さ
れ
、執
筆
者
も
頻
繁
に
交
代
し
て
い
る
が
、

プ
ロ
フ
ィ
ル
・
ク
レ
ッ
ト
社
の
歴
史
教
科
書
に
は
二
〇
〇
〇
年
前

後
に
初
版
が
出
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
改
訂
を
繰
り
返
し
な
が

ら
継
続
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の
も
あ
る
13

。
一
方
で
は
、
数

年
間
で
教
科
書
目
録
か
ら
削
除
さ
れ
る
教
科
書
も
少
な
く
な
い
。

と
く
に
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
毎
年
採
択
率
等
に
よ
る
見
直
し
が
は

か
ら
れ
て
い
た
た
め
、
全
般
的
に
短
命
で
あ
り
、
例
え
ば
ビ
ー
ロ

テ
フ
ニ
カ
社
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
四
年
生
向
け
歴
史
教
科
書
が
用
い

ら
れ
た
の
は
、
わ
ず
か
二
年
間
で
あ
っ
た
14

。
二
〇
一
〇
年
代
に

入
っ
て
、
一
度
採
択
さ
れ
た
教
科
書
は
最
低
で
も
四
年
間
は
使
用

し
続
け
る
ル
ー
ル
が
設
け
ら
れ
た
も
の
の
、
む
し
ろ
四
〜
五
年
で

大
幅
な
入
れ
替
え
が
生
じ
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
か
つ

て
は
一
つ
の
出
版
社
（
と
く
に
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
社
と
プ

ロ
フ
ィ
ル
社
）
が
同
一
学
年
・
同
一
科
目
に
複
数
の
教
科
書
を
刊

行
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
が
、
現
在
で
は
そ
う
し
た
ケ
ー

ス
は
無
く
な
り
つ
つ
あ
る
15

。
歴
史
教
科
書
の
種
類
と
採
択
率
の

変
遷
に
つ
い
て
は
、
表
２
を
参
照
。

表2：クロアチアにおける小学校8年生向け歴史教科書の採択率

著者・タイトル・出版社 採択率 備考
2006 年

S. Koren, Povijest 8, Profi l 30.22％
V. Đurić, Povijest 8, Profi l 22.82％
M. Brkljačić et al., Povijest 8, Školska knjiga 19.55％
H. Matković, Povijest 8, Školska knjiga 11.76％ 無効
M. Kolar-Dimitrijević et al., Povijest 8, Meridijani 9.57％ 無効
J. Jurčević et al., Povijest 8, Alfa 6.09％ 無効

2010 年
K. Erdelja et al., Tragom prošlosti 8, Školska knjiga 38.56％
S. Bekavac et al., Povijest 8, Alfa 25.18％
S. Koren, Povijest 8, Profi l 18.53％
V. Đurić, Povijest 8, Profi l 17.73％

2014 年
V. Đurić Vremeplov 8, Profi l 31.16％
K. Erdelja et al., Tragom prošlosti 8, Školska knjiga 30.40％
S. Bekavac et al., Povijest 8, Alfa 24.06％
S. Koren, Povijest 8, Profi l 14.39％

出典： Osnovna škola. Popis odobrenih udžbenika za šk. god. 2006./2007. Podaci o 
postotnoj zastupljenosti za šk. god. 2006./2007. izračunati na osnovu 98.7% 
obrađenih OŠ (913); Osnovna škola. Postotna zastupljenost za šk. god. 
2010./2011.; Korigirana verzija postotne zastupljenosti udžbenika i pripadajućih 
dopunskih nastavnih sredstva za šk. god. 2014./2015.
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２
．
一
九
九
〇
年
代
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
歴
史
教
科
書
を
め
ぐ
る
問
題

　

ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
歴
史
教
育
の
専
門
家
で
あ
る
ザ
グ
レ
ブ
大
学
の
ス
ニ
ェ

ジ
ャ
ナ
・
コ
レ
ン
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
〇
年
代
前
半
の
ク
ロ
ア
チ
ア
の
歴
史
教
科
書

は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
歴
史
解
釈
を
排
除
す
る
「
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
」
と
「
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ヴ
ィ
ア
と
い
う
枠
組
み
か
ら
の
ク
ロ
ア
チ
ア
史
の
抽
出
（
脱
ユ
ー
ゴ
化
も
し
く

は『
再
国
民
化
』）」に
要
約
さ
れ
る
16

。
多
く
の
場
合
、こ
う
し
た
特
徴
は
他
の
旧
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
に
も
あ
て
は
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
、
歴
史

教
育
の
目
標
は
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強

化
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
17

。
そ
も
そ
も
一
九
九
〇
年
四
月
に
実
施
さ
れ
た
戦
後
初
の

複
数
政
党
制
に
基
づ
く
ク
ロ
ア
チ
ア
議
会
選
挙
で
地
滑
り
的
勝
利
を
お
さ
め
、
共
産

主
義
者
同
盟
に
か
わ
る
新
政
権
を
樹
立
し
た
の
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
歴
史
家

で
も
あ
っ
た
フ
ラ
ニ
ョ
・
ト
ゥ
ジ
マ
ン
率
い
る
ク
ロ
ア
チ
ア
民
主
同
盟
で
あ
り
、
そ

の
政
策
に
は
彼
自
身
の
歴
史
観
を
反
映
し
た
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
一
九
九
〇

年
一
二
月
に
採
択
さ
れ
た
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
憲
法
、
い
わ
ゆ
る
ク
リ
ス
マ
ス
憲
法

の
前
文
に
ク
ロ
ア
チ
ア
公
国
が
樹
立
さ
れ
た
七
世
紀
か
ら
前
述
の
議
会
選
挙
に
至
る

ク
ロ
ア
チ
ア
史
の
概
略
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
も
、
こ
う
し
た
歴
史
の
政
治
利
用

と
い
う
側
面
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
（
一
九
九
七
年
に
は
憲
法

前
文
に
「
祖
国
戦
争
」
の
文
言
が
追
加
さ
れ
た
）18
。

　

す
で
に
一
九
九
〇
年
に
ク
ラ
イ
ナ
地
方
で
セ
ル
ビ
ア
人
の
反
乱
が
起
こ
り
、
翌

九
一
年
か
ら
ス
ラ
ヴ
ォ
ニ
ア
地
方
や
ダ
ル
マ
チ
ア
地
方
で
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
民

軍
を
後
ろ
盾
と
す
る
彼
ら
と
ク
ロ
ア
チ
ア
軍
・
警
察
部
隊
と
の
激
し
い
戦
闘
が
展
開

し
て
い
く
中
で
、「
セ
ル
ビ
ア
の
歴
史
は
可
能
な
限
り
否
定
的
な
文
脈
へ
と
置
き
換

え
ら
れ
」
る
と
と
も
に
、「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
国
家
に
関
す
る
肯
定
的
な
歴
史
的

記
憶
を
消
去
す
る
た
め
に
、
共
有
さ
れ
た
過
去
の
中
か
ら
否
定
的
な
事
例
が
偏
向
し

て
選
択
さ
れ
」
る
よ
う
に
な
っ
た
19

。
例
え
ば
、
イ
ヴ
ォ
・
ペ
リ
ッ
チ
に
よ
る
小
学

校
八
年
生
向
け
歴
史
教
科
書
で
は
、「
セ
ル
ビ
ア
人
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
・
ス
ロ
ヴ
ェ

ニ
ア
人
王
国
」、
の
ち
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
王
国
の
建
国
は
「
ク
ロ
ア
チ
ア
が

一
〇
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
維
持
し
て
き
た
自
ら
国
家
性
を
失
っ
た
」
出
来
事
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
20

、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
「
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
」
が
樹
立

さ
れ
た
背
景
と
し
て
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
お
い
て
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ア
イ
ン
デ
ン
テ
ィ
の
抹
消
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
独
立

志
向
が
高
ま
っ
て
い
た
と
の
説
明
が
あ
る
21

。

　

前
述
の
小
学
校
八
年
生
向
け
教
科
書
は
戦
後
の
社
会
主
義
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に

関
し
て
も
、「
セ
ル
ビ
ア
人
支
配
を
継
承
す
る
共
産
主
義
型
の
中
央
集
権
国
家
」
で

あ
り
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
が
連
邦
機
関
へ
の
雇
用
な
ど
で
差
別
を
受
け
、
そ
の
後
も
ク

ロ
ア
チ
ア
が
経
済
的
に
不
利
益
を
被
る
集
権
主
義
に
加
え
て
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア

統
一
主
義
に
基
づ
く
民
族
政
策
（
ユ
ニ
タ
リ
ズ
ム
）
に
直
面
す
る
な
ど
し
て
困
難
な

状
況
が
続
い
た
と
説
明
し
て
い
る
22

。
こ
の
経
済
的
・
民
族
的
抑
圧
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
独
立
に
関
す
る
説
明
で
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
23

。
な
お
、

ク
ロ
ア
チ
ア
に
と
っ
て
の
「
祖
国
戦
争
」
は
「
セ
ル
ビ
ア
化
し
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
人
民
軍
」
な
ど
に
よ
る
大
セ
ル
ビ
ア
主
義
に
基
づ
く
侵
略
戦
争
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
そ
の
他
の
「
非
セ
ル
ビ
ア
人
」
に
対
し
て
な
さ
れ
た

彼
ら
の
残
虐
行
為
が
こ
と
さ
ら
強
調
さ
れ
て
い
る
24

。
そ
の
点
で
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
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政
府
の
公
式
見
解
を
代
弁
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
25

。
も
っ

と
も
、
同
時
代
の
セ
ル
ビ
ア
の
歴
史
教
科
書
も
ク
ロ
ア
チ
ア
お
よ
び
ク
ロ
ア
チ
ア
人

に
対
し
て
否
定
的
・
敵
対
的
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
二
つ
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
を
解
体
さ
せ
た
元
凶
と
し
て
描
い
て
い
た
26

。
そ
う
し
た
点
で
、
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ヴ
ィ
ア
時
代
か
ら
続
く
善
悪
二
元
論
的
な
「
我
々
」
と
「
他
者
」
の
区
別
（
た
だ

し
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
時
代
に
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
民
族
が
「
我
々
」
で
あ
り
、

ど
の
民
族
か
を
問
わ
ず
、
フ
ァ
シ
ス
ト
や
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
が
敵
対
す
る
「
他
者
」

で
あ
っ
た
）27
が
引
き
継
が
れ
て
お
り
、「
他
者
」
に
の
み
責
任
を
負
わ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
に
ク
ロ
ア
チ
ア
と
セ
ル
ビ
ア
の
共
通
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
後
、
試
行
錯
誤
を
経
て
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
導
入
さ
れ
た
歴

史
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、そ
の
成
立
時
か
ら
多
く
の
問
題
を
孕
む
も
の
で
あ
っ
た
。ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
か
ら
の
独
立
と
国
土
回
復
を
め
ざ
す
「
祖
国
戦
争
」
が
継
続
し
、
ク

ロ
ア
チ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
揚
す
る
特
殊
な
時
代
状
況
の
中
で
、
必
ず
し
も

十
分
に
議
論
を
尽
く
さ
な
い
ま
ま
、
歴
史
教
育
の
専
門
家
が
十
分
に
関
わ
ら
ず
に
作

成
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
内
容
的
に
は
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦

時
代
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
一
定
程
度
継
承
し
つ
つ
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
形
成
の
歴

史
や
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
を
構
成
し
て
い
た
諸
民
族
の
歴
史
と
い
っ
た
「
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ヴ
ィ
ア
史
」
的
な
部
分
を
削
除
し
て
い
る
こ
と
が
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
政
治
史

を
中
心
に
世
界
史
の
内
容
と
自
国
史
の
内
容
を
交
互
に
年
代
順
に
叙
述
し
て
い
く
手

法
に
は
変
わ
り
が
な
い
が
、
か
つ
て
は
必
然
的
に
「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ア
史
」
的
な
部

分
を
多
く
含
む
も
の
で
あ
っ
た
自
国
史
が
も
っ
ぱ
ら
ク
ロ
ア
チ
ア
史
に
置
き
換
わ
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
歴
史
教
科
書
に
お
い
て
ク
ロ
ア
チ
ア
史
の
占
め
る
比
率

が
圧
倒
的
に
高
く
な
っ
た
。
一
九
九
五
年
お
よ
び
一
九
九
九
年
に
導
入
さ
れ
た
歴
史

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
授
業
時
間
の
少
な
く
と
も
六
〇
％
を
ク
ロ
ア
チ
ア
史
、
残
り

の
四
〇
％
を
世
界
史
に
あ
て
る
べ
き
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
28

。
実
際
、

一
九
九
〇
年
代
後
半
に
刊
行
さ
れ
た
歴
史
教
科
書
が
ク
ロ
ア
チ
ア
史
と
世
界
史
を
ど

の
よ
う
な
比
率
で
描
い
て
い
る
か
を
分
析
し
た
論
考
に
よ
れ
ば
、
小
学
校
八
年
生
向

け
教
科
書
で
は
ク
ロ
ア
チ
ア
史
が
六
一
％
、
世
界
史
が
三
九
％
で
あ
り
、
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ヴ
ィ
ア
史
あ
る
い
は
バ
ル
カ
ン
史
の
よ
う
な
地
域
史
的
視
点
は
皆
無
で
あ
っ
た
29

。

こ
う
し
た
自
国
史
へ
の
傾
斜
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
を
反
映

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
近
隣
諸
国
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
配
慮
が
欠
如
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
世
界
史
と
ク
ロ
ア
チ
ア
史
を
結
合
さ
せ
る
は
ず
の
「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
史
」
的
な
部
分
を
意
図
的
に
削
除
し
た
た
め
に
、
非
常
に
断
片
的
な
内
容
と
な
っ

た
と
い
う
印
象
を
拭
え
な
い
。

　

参
考
ま
で
に
、
一
九
九
九
年
の
歴
史
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
く
小
学
校
八
年
生
向

け
の
授
業
内
容
（
必
修
）
は
「
二
〇
世
紀
の
ク
ロ
ア
チ
ア
と
世
界
」
を
大
テ
ー
マ
と

し
、
①
二
つ
の
世
界
大
戦
の
間
の
ク
ロ
ア
チ
ア
と
世
界
（
一
九
一
八
〜
三
九
年
）、

②
第
二
次
世
界
大
戦
期
（
一
九
三
九
〜
四
五
年
）、
③
第
二
次
世
界
大
戦
か
ら
現
在

ま
で
の
時
期
（
一
九
四
五
〜
九
五
年
）
に
分
け
ら
れ
、
と
く
に
③
は
「
世
界
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
情
勢
」、「
社
会
主
義
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
ク
ロ
ア
チ
ア

（
一
九
四
五
〜
九
〇
年
）」、「
主
権
へ
と
向
か
う
ク
ロ
ア
チ
ア
」
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
最
後
の
「
主
権
へ
と
向
か
う
ク
ロ
ア
チ
ア
」
の
授
業
内
容
は
次
の
通
り

で
あ
る
30

。
こ
こ
で
は
、
ま
だ
「
祖
国
戦
争
」
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
31

。
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・
自
立
し
た
32

主
権
国
家
ク
ロ
ア
チ
ア
の
誕
生
（
一
九
九
〇
年
）：
選
挙
が
ク
ロ

ア
チ
ア
民
族
の
要
望
を
示
し
た
。
新
た
な
ク
ロ
ア
チ
ア
議
会
の
活
動
開
始
。
ク

ロ
ア
チ
ア
共
和
国
新
憲
法
の
採
択
。
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
地
域
に
お
け
る
新

た
な
共
同
体
の
形
態
に
関
す
る
交
渉
の
困
難
さ
。
ク
ロ
ア
チ
ア
の
自
立
し
た
主

権
国
家
と
し
て
の
宣
言
。
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
憲
法
か
ら
。

・
ク
ロ
ア
チ
ア
―
自
立
し
主
権
を
有
す
る
国
際
的
に
承
認
さ
れ
た
国
家
：
ク
ロ

ア
チ
ア
国
家
の
自
立
と
主
権
に
関
す
る
決
議
の
発
効
。
大
セ
ル
ビ
ア
勢
力
の
ク

ロ
ア
チ
ア
に
対
す
る
戦
争
。
ク
ロ
ア
チ
ア
の
防
衛
者
。
自
立
し
た
主
権
国
家
ク

ロ
ア
チ
ア
の
国
際
的
承
認
。
和
平
交
渉
の
継
続
。
国
連
部
隊
の
到
着
。
国
際
的

な
部
隊
の
無
能
力
さ
。
ク
ロ
ア
チ
ア
の
国
連
加
盟
。
ク
ロ
ア
チ
ア
の
被
占
領
地

域
の
漸
進
的
解
放
。
復
興
・
帰
還
プ
ロ
セ
ス
の
開
始
。

・
一
九
四
五
年
か
ら
現
在
ま
で
の
世
界
お
よ
び
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
科
学
・

技
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
：
自
然
科
学
・
技
術
の
さ
ら
な
る
発
展
。
教
育
と
ス

ポ
ー
ツ
の
発
達
。
ス
ポ
ー
ツ
活
動
。
現
代
世
界
に
お
け
る
ク
ロ
ア
チ
ア
。

３
．
二
〇
〇
〇
年
代
の
教
育
改
革
と
歴
史
教
科
書

　

ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
い
て
教
科
書
が
大
幅
に
自
由
化
さ
れ
た
の
は
、
ト
ゥ
ジ
マ
ン
大

統
領
が
亡
く
な
り
、
ク
ロ
ア
チ
ア
民
主
同
盟
が
大
統
領
選
挙
に
も
ク
ロ
ア
チ
ア
議
会

選
挙
に
も
敗
れ
て
初
め
て
下
野
し
た
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
く
に

小
学
校
八
年
生
向
け
の
歴
史
教
科
書
に
関
し
て
言
え
ば
、
同
年
だ
け
で
も
シ
ュ
コ
ル

ス
カ
・
ク
ニ
ガ
社
が
二
種
類
、
プ
ロ
フ
ィ
ル
社
が
二
種
類
、
あ
わ
せ
て
四
種
類
の
歴

史
教
科
書
が
新
た
に
刊
行
さ
れ
た
。も
っ
と
も
、一
九
九
三
年
に
設
置
さ
れ
た
旧
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
国
際
戦
犯
法
廷
が
ク
ロ
ア
チ
ア
軍
・
警
察
関
係
者
の
訴
追
手
続
き
を

進
め
る
中
で
、
ク
ロ
ア
チ
ア
議
会
が
こ
れ
に
対
抗
す
る
か
の
よ
う
に
二
〇
〇
〇
年

一
〇
月
に
「
祖
国
戦
争
に
関
す
る
宣
言
」
を
採
択
し
て
公
式
見
解
を
打
ち
出
し
た
こ

と
か
ら
、
現
代
史
に
関
し
て
自
由
に
論
じ
る
こ
と
は
困
難
と
な
っ
た
面
も
あ
る
。
こ

の
宣
言
で
は
、「
祖
国
戦
争
」
は
大
セ
ル
ビ
ア
的
侵
略
か
ら
国
土
を
防
衛
し
た
「
公

正
か
つ
正
当
な
、防
衛
と
解
放
の
た
め
の
戦
争
で
あ
っ
て
、そ
の
基
本
的
価
値
は
「
ク

ロ
ア
チ
ア
共
和
国
の
国
家
主
権
と
国
土
の
一
体
性
の
確
立
と
防
衛
」に
あ
る
と
さ
れ
、

国
民
に
祖
国
戦
争
の
基
本
的
価
値
と
尊
厳
を
守
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
33

。
こ
れ
を

う
け
て
、
二
〇
一
〇
年
に
は
憲
法
前
文
に
「
公
正
か
つ
正
当
な
、
防
衛
と
解
放
の
た

め
の
祖
国
戦
争
に
お
け
る
ク
ロ
ア
チ
ア
民
族
と
ク
ロ
ア
チ
ア
防
衛
者
の
勝
利
」
と
い

う
文
言
が
追
加
さ
れ
て
い
る
34

。別
途
、ク
ロ
ア
チ
ア
議
会
は
二
〇
〇
六
年
六
月
に「
祖

国
戦
争
」
の
最
終
段
階
に
あ
た
る
一
九
九
五
年
八
月
の
「
嵐
作
戦
」
の
目
的
や
意
義

を
明
ら
か
に
す
る
「
嵐
作
戦
に
関
す
る
宣
言
」
を
採
択
し
て
い
る
35

。「
ク
ロ
ア
チ
ア

国
家
（
国
民
）
教
育
基
準
」（H

N
O

S

）36
が
導
入
さ
れ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
拘

束
が
緩
め
ら
れ
た
の
と
同
じ
二
〇
〇
六
年
に
新
た
な
「
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
こ
と

は
皮
肉
で
も
あ
る
。
こ
の
時
期
、
歴
史
教
科
書
に
お
け
る
「
祖
国
戦
争
」
に
関
す
る

記
述
は
年
々
増
加
し
て
い
っ
た
37

。
そ
こ
に
一
面
的
な
見
方
と
も
い
え
る
公
式
見
解

を
反
映
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
多
角
的
な
視
点
に
基
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ

の
必
要
性
か
ら
す
れ
ば
、
問
題
が
な
い
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
も
、「
ク
ロ
ア
チ
ア
国
家
（
国
民
）
教
育
基
準
」
に
基
づ
く
二
〇
〇
六
年

の
歴
史
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
そ
れ
ま
で
の
歴
史
教
科
書
が
抱
え
て
い
た
諸
問
題
を
部
分
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的
に
改
善
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
」
の
加
害

者
と
し
て
の
側
面
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
セ
ル
ビ
ア
人
・
ユ
ダ
ヤ
人
・
ロ
マ
等
に
対
す

る
恐
怖
政
治
、
人
種
差
別
法
、
ヤ
セ
ノ
ヴ
ァ
ツ
強
制
収
容
所
、
終
戦
直
後
の
ド
イ
ツ

系
・
イ
タ
リ
ア
系
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
受
難
な
ど
の
項
目
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
愛
国
的
な
歴
史
観
か
ら
歴
史
教
育
・

歴
史
教
科
書
を
解
放
す
る
と
い
う
点
で
大
き
な
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例

え
ば
、
二
〇
〇
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
小
学
校
八
年
生
向
け
歴
史
教
科
書
に
描
か
れ
た

ク
ロ
ア
チ
ア
史
の
比
率
は
、
ア
ル
フ
ァ
社
の
も
の
で
四
一
％
程
度
、
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・

ク
ニ
ガ
社
の
も
の
に
至
っ
て
は
三
二
％
程
度
ま
で
低
下
し
た
こ
と
も
、
そ
の
あ
ら
わ

れ
で
あ
っ
た
38

。
ま
た
、
従
来
の
政
治
史
一
辺
倒
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
文
化
史
・

社
会
史
あ
る
い
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
女
性
・
若
者
へ
の
視
点
を
強
化
し
た
こ
と
も
高

く
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
39

。

　

そ
の
一
方
で
、
各
教
科
書
が
ク
ロ
ア
チ
ア
史
の
視
点
か
ら
の
み
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
史
を
描
き
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
以
外
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
民
族
に
触
れ
る
場
面

は
非
常
に
限
定
的
で
、
セ
ル
ビ
ア
人
に
至
っ
て
は
ほ
ぼ
「
大
セ
ル
ビ
ア
主
義
」
と
の

関
わ
り
に
お
い
て
し
か
登
場
し
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。「
祖
国
戦
争
」
に
関
す

る
記
述
が
相
当
な
比
重
を
占
め
る
中
で
、
そ
こ
で
敵
対
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
セ
ル
ビ
ア
お
よ
び
「
反
乱
」
に
加
担
し
た
と
さ
れ
る
ク
ロ
ア
チ
ア
国
内
の
セ
ル

ビ
ア
人
の
描
き
方
は
総
じ
て
否
定
的
・
敵
対
的
な
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
一
九
八
九
年
以
降
の
現
代
史
に
関
す
る
授
業
内
容

（
大
テ
ー
マ
）
は
、①
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
、②
両
大
戦
間
期
の
民
主
的
な
プ
ロ
セ
ス
、

③
両
大
戦
間
期
の
全
体
主
義
体
制
、
④
第
一
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
ク
ロ

ア
チ
ア
、
⑤
二
〇
世
紀
前
半
の
世
界
お
よ
び
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
科
学
と
文
化
、

⑥
第
二
次
世
界
大
戦
、
⑦
冷
戦
時
代
の
世
界
と
共
産
主
義
体
制
の
崩
壊
、
⑧
世
界
の

脱
植
民
地
化
の
プ
ロ
セ
ス
、⑨
第
二
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
ク
ロ
ア
チ
ア
、

⑩
自
立
し
た
ク
ロ
ア
チ
ア
国
家
の
成
立
と
発
展
、
⑪
三
千
年
紀
の
入
口
に
立
つ
ク
ロ

ア
チ
ア
と
世
界
、
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
「
自
立
し
た
ク
ロ
ア
チ
ア
国
家
の
成

立
と
発
展
」
の
キ
ー
概
念
と
学
習
成
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
40

。

・
自
立
し
た
ク
ロ
ア
チ
ア
国
家
の
成
立
と
発
展

【
キ
ー
概
念
】
セ
ル
ビ
ア
科
学
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
『
覚
書
』
と
大
セ
ル
ビ
ア

的
政
策
、
複
数
政
党
制
選
挙
、
自
立
と
主
権
、「
祖
国
戦
争
」、
国
際
的
承
認
、

平
和
的
再
統
合
。

【
学
習
成
果
】
ヨ
シ
プ
・
ブ
ロ
ズ
・
テ
ィ
ト
ー
没
後
の
一
九
八
〇
年
代
の
政
治
・

経
済
危
機
、
中
央
政
府
の
弱
体
化
の
原
因
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
再
編
に
関

す
る
異
な
る
考
え
方
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
。
セ
ル
ビ
ア
社
会
主
義
共
和
国

の
国
内
政
策
の
変
化
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
。
大
セ
ル
ビ
ア
主
義
お
よ
び
ク

ロ
ア
チ
ア
社
会
主
義
共
和
国
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
復
活
、

「
ク
ロ
ア
チ
ア
の
沈
黙
」
に
つ
い
て
解
説
す
る
こ
と
。
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る

複
数
政
党
制
へ
の
移
行
と
戦
後
初
の
複
数
政
党
制
選
挙
（
フ
ラ
ニ
ョ
・
ト
ゥ
ジ

マ
ン
大
統
領
の
役
割
）
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
。
選
挙
前
後
の
ク
ロ
ア
チ
ア

情
勢
に
つ
い
て
解
説
す
る
こ
と
。
セ
ル
ビ
ア
人
準
軍
事
組
織
の
成
立
、
ク
ロ
ア

チ
ア
領
の
占
領
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
民
軍
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
ク
ロ
ア
チ

ア
、ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
へ
の
侵
略
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
。「
祖
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国
戦
争
」
に
お
け
る
被
害
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
〜
ヴ
コ
ヴ
ァ
ル
、
ド
ゥ
ブ

ロ
ヴ
ニ
ク
、
そ
の
他
の
都
市
、
著
名
な
ク
ロ
ア
チ
ア
防
衛
者
へ
の
言
及
。
ク
ロ

ア
チ
ア
領
に
お
け
る
自
称
「
ク
ラ
イ
ナ
・
セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国
」
の
成
立
、
ク

ロ
ア
チ
ア
人
と
侵
略
を
支
持
し
な
い
ク
ロ
ア
チ
ア
市
民
の
迫
害
に
つ
い
て
説
明

す
る
こ
と
。
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
の
国
際
的
承
認
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
。

い
か
に
し
て
戦
争
に
至
っ
た
か
、
誰
が
侵
略
者
で
誰
が
犠
牲
者
か
に
に
つ
い
て

明
確
に
定
義
づ
け
る
こ
と
。
ク
ロ
ア
チ
ア
防
衛
の
困
難
さ
を
示
す
事
例
お
よ
び

ク
ロ
ア
チ
ア
移
民
の
役
割
に
つ
い
て
明
示
す
る
こ
と
。
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ

ゴ
ヴ
ィ
ナ
に
お
け
る
戦
争
の
推
移
お
よ
び
近
隣
諸
国
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
す

る
こ
と
。
歴
史
地
図
を
用
い
て
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
被
占
領
地
域
の
解
放
の

推
移
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
〜
マ
ス
レ
ニ
ツ
ァ
作
戦
、
ク
ロ
ア
チ
ア
軍
の
南

地
区
に
お
け
る
作
戦
行
動
、
軍
・
警
察
に
よ
る
稲
妻
作
戦
と
嵐
作
戦
。
ポ
ド
ゥ

ナ
ヴ
リ
ェ
地
方
の
平
和
的
再
統
合
に
つ
い
て
解
説
す
る
こ
と
。
ク
ロ
ア
チ
ア
に

お
け
る
戦
争
の
結
果
と
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
に
お
け
る
戦
争
の
結

果
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
〜
人
的
犠
牲
と
物
的
破
壊
、
戦
争
犯
罪
、
民
族
浄

化
（
オ
ヴ
チ
ャ
ラ
、
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
）、
住
民
の
強
制
移
住
。「
祖
国
戦
争
」

に
お
け
る
郷
土
の
事
例
に
つ
い
て
解
説
す
る
こ
と
。
現
代
ク
ロ
ア
チ
ア
社
会
の

情
勢
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
〜
ク
ロ
ア
チ
ア
の
復
興
、
経
済
、
失
業
、
人
口

動
態
の
復
元
の
必
要
性
、
難
民
・
避
難
民
の
帰
還
な
ど
。

　

な
お
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
教
育
改
革
を
通
じ
て
ク
ロ
ア
チ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

に
基
づ
く
愛
国
的
な
歴
史
観
か
ら
の
脱
却
に
成
功
し
た
の
か
と
い
え
ば
、
残
念
な
が

ら
そ
の
よ
う
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
や
や
特
殊
な
事
例
だ
が
、
教
育
省
の
依
頼
で
執

筆
さ
れ
た
『
現
代
史
教
科
書
増
補
（D

odatak udžbenicim
a za najnoviju 

povijest

）』
が
「
祖
国
戦
争
」
に
関
す
る
記
述
等
を
め
ぐ
っ
て
物
議
を
か
も
し
、
最

終
的
に
刊
行
が
取
り
止
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
41

。
も
と
よ
り
『
増
補
』
は

一
九
九
八
年
に
ク
ロ
ア
チ
ア
に
平
和
的
に
再
統
合
さ
れ
た
東
ス
ラ
ヴ
ォ
ニ
ア
一
帯
に

住
む
セ
ル
ビ
ア
人
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
歴
史
教
育
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
構

想
さ
れ
て
い
た
が
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
取
り
上
げ
方

を
さ
れ
、
し
だ
い
に
論
点
が
ず
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
深
刻
な
の
は
、
多
角

的
な
視
点
に
基
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
自
体
が
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。『
増

補
』
が
試
み
た
よ
う
に
、「
祖
国
戦
争
」
に
お
け
る
ク
ロ
ア
チ
ア
側
の
犯
罪
行
為
に

言
及
す
る
こ
と
は
、「
加
害
者
」
で
あ
る
セ
ル
ビ
ア
側
の
犯
罪
行
為
の
「
相
対
化
」

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、許
容
で
き
な
い
と
す
る
言
説
は
、一
定
の
説
得
力
を
も
っ

て
今
日
に
至
る
ま
で
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

実
際
、
二
〇
〇
六
年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
く
新
た
な
小
学
校
八
年
生
向
け
歴

史
教
科
書
が
二
〇
〇
七
年
に
認
可
を
受
け
る
際
に
は
『
二
〇
名
の
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員

と
一
〇
名
の
歴
史
家
に
よ
る
公
開
書
簡
』42
が
発
表
さ
れ
、ク
レ
シ
ミ
ル
・
エ
ル
デ
リ
ャ

ら
に
よ
る
教
科
書
（
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
社
）
と
ス
ニ
ェ
ジ
ャ
ナ
・
コ
レ
ン
に

よ
る
教
科
書
（
プ
ロ
フ
ィ
ル
社
）
が
名
指
し
で
厳
し
く
批
判
さ
れ
た
。
前
者
の
場
合
、

「
祖
国
戦
争
」
に
関
し
て
セ
ル
ビ
ア
お
よ
び
ミ
ロ
シ
ェ
ヴ
ィ
チ
に
よ
る
組
織
的
な
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
ク
ロ
ア
チ
ア
の
政
治
家
の
声
明
を
並
べ
て
「
セ
ル
ビ
ア
系
住
民
が
住

む
地
域
で
は
反
ク
ロ
ア
チ
ア
的
志
向
が
支
配
的
と
な
っ
た
」43
と
結
論
づ
け
た
こ
と
な

ど
が
、
ま
た
後
者
の
場
合
、「
ザ
グ
レ
ブ
大
司
教
ア
ロ
イ
ジ
イ
ェ
・
ス
テ
ピ
ナ
ツ
の
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戦
争
中
の
姿
勢
、
す
な
わ
ち
彼
が
ウ
ス
タ
シ
ャ
政
権
に
強
く
断
固
と
し
て
反
対
し
た

か
ど
う
か
は
現
在
で
も
論
争
の
的
と
な
っ
て
い
る
」44
と
述
べ
て
「
ク
ロ
ア
チ
ア
の
福

者
〔
ス
テ
ピ
ナ
ツ
〕
の
役
割
を
不
当
に
相
対
化
し
て
い
る
」
こ
と
な
ど
が
問
題
視
さ

れ
た
（
教
科
書
か
ら
当
該
箇
所
は
削
除
さ
れ
て
い
る
）45
。
こ
の
『
公
開
書
簡
』
は
最

後
に
「
歴
史
教
科
書
は
科
学
的
・
教
育
的
基
準
に
加
え
て
、
民
族
的
・
国
家
的
基
準

を
尊
重
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
ク
ロ
ア
チ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

観
点
か
ら
、
多
角
的
な
視
点
に
基
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
に
否
定
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。

４
．
二
〇
一
九
年
の
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
現
代
史

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
二
〇
一
四
年
に
着
手
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
結

果
、
二
〇
一
九
年
度
か
ら
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
た
。
歴
史
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
関
し
て
言
え
ば
、
ザ
グ
レ
ブ
大
学
の
ネ
ヴ
ェ
ン
・
ブ
ダ
ク
や
ス
ニ
ェ
ジ
ャ
ナ
・

コ
レ
ン
を
中
心
と
す
る
専
門
家
グ
ル
ー
プ
が
二
〇
一
六
年
に
ま
と
め
た
提
案
は
完
全

に
無
視
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
。
こ
の
提
案
で
は
、「
時
間
と
空
間
」、「
原
因
と
結
果
」、

「
継
続
性
と
変
化
」、「
史
料
と
研
究
」、「
解
釈
と
展
望
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
一

貫
し
て
適
用
さ
れ
て
い
る
一
方
、
例
え
ば
「
祖
国
戦
争
」
は
出
て
く
る
も
の
の
「
大

セ
ル
ビ
ア
的
侵
略
」
と
い
う
概
念
は
用
い
ら
れ
ず
、「
嵐
作
戦
」
の
よ
う
な
個
々
の

作
戦
行
動
の
例
示
も
な
い
な
ど
、
民
族
主
義
的
な
立
場
か
ら
は
大
い
に
不
満
が
残
る

も
の
と
な
っ
て
い
た
46

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ま
っ
た
く
別
の
専
門
家
グ
ル
ー
プ
が
急

遽
作
成
し
た
、
当
然
な
が
ら
国
民
か
ら
の
意
見
聴
取
も
不
十
分
な
新
し
い
歴
史
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
案
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
小
学
校
に
お
け
る
歴
史
教
育
は
週
二
時
間
、
年
間

七
〇
時
間
と
定
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
授
業
時
間
数
は
一
九
九
〇
年
代
か
ら
基
本
的
に

変
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
は
、
歴
史
を
五
つ
の
分
野
、
す
な

わ
ち
①
社
会
、
②
経
済
、
③
科
学
・
技
術
、
④
政
治
、
⑤
哲
学
・
宗
教
・
文
化
に
区

分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
自
国
史
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
、

世
界
史
の
文
脈
で
学
ば
せ
る
こ
と
、
立
法
、
人
権
、
市
民
民
主
社
会
の
発
展
と
い
っ

た
内
容
を
含
む
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ

れ
ば
、
歴
史
教
育
の
目
標
は
「
過
去
を
学
ぶ
こ
と
に
対
す
る
学
生
の
関
心
を
高
め
、

現
在
を
理
解
し
、
地
域
社
会
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
世
界
の
市
民
と
し
て

情
報
に
通
じ
積
極
的
に
社
会
に
参
画
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
と
ス
キ
ル
を
習
得
さ

せ
る
こ
と
」
で
あ
る
。
ま
た
、
か
つ
て
の
よ
う
に
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
し
て
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
、「
自
ら
の
民
族
、

国
家
、
社
会
、
文
化
的
・
歴
史
的
遺
産
、
そ
し
て
ま
た
過
去
お
よ
び
現
在
の
他
の
民

族
、文
化
、社
会
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、学
生
は
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

や
他
の
人
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
理
解
で
き
る
よ
う
な
知
識
を
獲
得
し
、
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
る
」
と
さ
れ
る
一
方
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
「
自
ら
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
持
し
、
自
ら
の
文
化
的
・
精
神
的
遺
産
を
尊
重
し

保
護
す
る
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

授
業
内
容
は
先
史
時
代
か
ら
現
在
ま
で
時
系
列
に
整
理
さ
れ
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
等

で
の
歴
史
教
育
の
基
礎
を
形
成
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
五
年
生
は
先
史
時
代
と

古
代
、
六
年
生
は
中
世
と
近
世
、
七
年
生
は
一
八
世
紀
初
頭
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
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の
終
わ
り
ま
で
の
時
期
、
八
年
生
は
一
九
一
八
年
以
降
の
時
期
に
つ
い
て
学
ぶ
。
こ

う
し
た
学
年
ご
と
の
時
期
区
分
も
ま
た
一
九
九
〇
年
代
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、

新
た
な
試
み
と
し
て
各
学
年
に
一
六
の
必
須
テ
ー
マ
と
二
つ
の
選
択
テ
ー
マ
が
課
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
47

。
ま
だ
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
く
現
代
史
を
対
象
と

す
る
小
学
校
八
年
生
お
よ
び
中
学
校
四
年
生
向
け
の
歴
史
教
科
書
は
採
択
・
刊
行
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
小
学
校
八
年
生
の
歴
史
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
必
修
テ
ー

マ
と
選
択
テ
ー
マ
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る
。
中
学
校
四
年
生
の
歴
史
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
も
内
容
的
に
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。「
大
セ
ル
ビ
ア
的
侵
略
」
と
い
う
項
目

が
示
す
よ
う
に
、
従
来
の
歴
史
観
が
本
質
的
に
は
変
わ
ら
ず
に
継
承
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
こ
の
歴
史
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
実
際
の
歴
史
教
科
書
に
ど
う
反
映
さ
れ

る
か
、
そ
こ
に
和
解
を
妨
げ
る
よ
う
な
要
素
は
な
い
の
か
、
そ
の
検
討
が
今
後
の
課

題
と
な
ろ
う
。

【
必
修
テ
ー
マ
】

①
社
会
分
野
：「
戦
間
期
に
お
け
る
ク
ロ
ア
チ
ア
と
世
界
の
社
会
的
発
展
：
議

会
主
義
、
民
主
主
義
、
全
体
主
義
体
制
」、「
人
種
的
、
宗
教
的
、
民
族
的
、
政

治
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
迫
害
と
苦
し
み
、
強
制
収
容
所
、
死
の
収
容
所
。

ク
ロ
ア
チ
ア
的
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
、
世
界
的
文
脈
に
お
け
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
お

よ
び
人
道
に
対
す
る
他
の
犯
罪
」、「
ク
ロ
ア
チ
ア
と
世
界
に
お
け
る
第
二
次
世

界
大
戦
の
結
果
。
二
〇
世
紀
後
半
の
社
会
的
混
乱
、
人
権
、
市
民
権
、
労
働
者

の
権
利
の
た
め
の
運
動
」、「
祖
国
戦
争
時
の
住
民
の
苦
難
と
戦
争
に
よ
る
荒

廃
」。

②
経
済
分
野
：「
世
界
恐
慌
の
経
済
的
影
響
」、「
ブ
ロ
ッ
ク
分
割
さ
れ
た
世
界

の
経
済
的
な
差
異
と
結
果
」、「
第
一
・
第
二
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
国
家
に
お

け
る
ク
ロ
ア
チ
ア
の
経
済
的
発
展
」。

③
科
学
・
技
術
分
野
：「
戦
間
期
の
科
学
・
技
術
」、「
第
二
次
世
界
大
戦
：
戦

争
に
利
用
さ
れ
た
科
学
・
技
術
」、「
二
〇
世
紀
後
半
の
科
学
・
技
術
・
メ
デ
ィ
ア
」。

④
政
治
分
野
：「
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
世
界
に
お
け
る

新
た
な
情
勢
。
第
一
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
国
家
に
お
け
る
ク
ロ
ア
チ
ア
と
ク

ロ
ア
チ
ア
人
。
連
邦
主
義
と
統
一
主
義
の
対
立
。
ク
ロ
ア
チ
ア
に
対
す
る
政
権

側
の
暴
力
」、「
世
界
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
第
二
次
世
界
大
戦
。

傀
儡
政
権
：
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
の
事
例
。
市
民
に
対
す
る
恐
怖
政
治
（
と
く

に
ユ
ダ
ヤ
人
、
セ
ル
ビ
ア
人
、
ロ
マ
）。
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
〜
パ
ル
チ
ザ
ン
運
動
。

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
民
解
放
反
フ
ァ
シ
ス
ト
評
議
会
と
ク
ロ
ア
チ
ア
人
民
解

放
反
フ
ァ
シ
ス
ト
評
議
会
」、「
世
界
の
ブ
ロ
ッ
ク
分
割
と
冷
戦
。
第
二
の
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
国
家
に
お
け
る
ク
ロ
ア
チ
ア
。
共
産
主
義
政
権
の
樹
立
、弾
圧
、

ソ
連
と
の
対
立
、
自
主
管
理
、
政
治
的
・
民
族
的
対
立
〜
ク
ロ
ア
チ
ア
の
春
」、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
共
産
主
義
の
崩
壊
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
社
会
主
義

連
邦
共
和
国
の
崩
壊
。
自
立
し
た
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
の
形
成
〜
民
主
的
秩
序

の
導
入
。ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
の
国
際
的
承
認
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
大
西
洋
統
合
」、「
一
九
九
一
〜
九
五
年
の
祖
国
戦
争
。
大
セ
ル
ビ
ア
的
侵
略
。

ヴ
コ
ヴ
ァ
ル
の
防
衛
と
占
領
。
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
と
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ

ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
領
域
〜
一
体
化
し
た
戦
場
。
ク
ロ
ア
チ
ア
軍
・
警
察
の
解
放
作
戦
：

マ
ス
レ
ニ
ツ
ァ
作
戦
、
稲
妻
作
戦
、
嵐
作
戦
。
エ
ル
ド
ゥ
ト
合
意
と
ク
ロ
ア
チ
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ア
の
ポ
ド
ゥ
ナ
ヴ
リ
ェ
地
方
の
平
和
的
再
統
合
。
デ
イ
ト
ン
合
意
」。

⑤
哲
学
・
宗
教
・
文
化
分
野
：「
二
〇
世
紀
・
二
一
世
紀
の
芸
術
、
宗
教
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
」。

【
選
択
テ
ー
マ
】

①
「
二
〇
世
紀
に
お
け
る
女
性
の
権
利
の
た
め
の
闘
い
」、「
郷
土
史
：
二
〇
世

紀
に
お
け
る
社
会
史
か
ら
の
選
択
事
例
」。

②
「
二
〇
世
紀
・
二
一
世
紀
の
ク
ロ
ア
チ
ア
の
経
済
移
民
」、「
郷
土
の
産
業
遺

産
：
選
択
事
例
」。

③
「
工
業
の
発
展
の
両
面
：
環
境
と
日
常
生
活
へ
の
影
響
」、「
宇
宙
探
査
」。

④
（
必
修
テ
ー
マ
が
膨
大
で
あ
る
た
め
設
定
な
し
）。

⑤
「
映
画
芸
術
と
映
画
産
業
の
発
展
」、「
二
〇
世
紀
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
」。

む
す
び
に
か
え
て

　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
歴
史
教
育
は
一
九
九
〇
年

代
か
ら
民
族
主
義
的
な
も
の
と
な
り
、
現
在
で
も
本
質
的
に
は
そ
う
し
た
傾
向
は
変

わ
っ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
一
九
九
〇
年
代
に
逆
行
し
て
い
る
と
の
見
方
も

あ
る
。
ザ
グ
レ
ブ
大
学
の
マ
リ
オ
・
ス
ト
レ
ハ
教
授
は
「
現
代
の
歴
史
学
の
出
発
点

を
考
慮
せ
ず
、
深
刻
な
困
難
、
不
可
解
性
、
曖
昧
さ
を
抱
え
た
、
二
〇
世
紀
的
、
い

く
つ
か
の
要
素
で
は
一
九
世
紀
的
な
も
の
」
と
し
て
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
48

。

一
九
九
〇
年
代
末
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
バ
ル
カ
ン
諸
国
間
で
の
和
解
を
め
ざ
す
共

通
歴
史
教
材
の
作
成
の
試
み
で
も
、
ク
ロ
ア
チ
ア
は
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
と
は

言
い
が
た
い
49

。
こ
の
共
通
歴
史
教
材
が
欧
州
連
合
の
資
金
援
助
を
う
け
た
こ
と
に

関
し
て
、
ク
ロ
ア
チ
ア
選
出
の
欧
州
議
会
議
員
ル
ー
ジ
ャ
・
ト
マ
シ
ッ
チ
が
「
ク
ロ

ア
チ
ア
史
と
祖
国
戦
争
の
相
対
化
」50
と
題
す
る
質
問
状
を
送
り
、
こ
の
教
材
が
「
祖

国
戦
争
」
初
期
の
ヴ
コ
ヴ
ァ
ル
の
戦
い
を
具
体
的
な
デ
ー
タ
や
価
値
判
断
を
示
さ
ず

に
当
事
者
双
方
が
戦
争
犯
罪
を
行
っ
た
よ
う
に
「
相
対
化
」
し
て
描
い
て
い
る
と
し

て
批
判
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
な
お
ク
ロ
ア
チ
ア
の

歴
史
教
育
に
は
紛
争
を
助
長
し
和
解
を
妨
げ
か
ね
な
い
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
本
質
的
な
改
善
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
二
〇
一
九
年
に
導
入
さ
れ
た
新
し
い
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
下
で
の
歴
史
教
科
書
は
ま
だ
ご
く
一
部
し
か
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
が
、

第
二
次
世
界
大
戦
や
「
祖
国
戦
争
」
を
含
む
近
現
代
史
に
関
す
る
記
述
を
め
ぐ
っ
て

は
激
し
い
論
争
が
起
こ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
し
か
も
、
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
こ
う

し
た
論
争
が
広
く
大
衆
の
関
心
を
集
め
て
き
た
。
歴
史
教
育
と
は
別
に
、
ご
く
最
近

で
も
歴
史
に
関
連
す
る
二
つ
の
問
題
が
メ
デ
ィ
ア
に
大
々
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
話

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
つ
は
、
故
フ
ラ
ニ
ョ
・
ト
ゥ
ジ
マ
ン
大
統
領
の
没
後
二
〇
周
年
に
際
し
て
、
彼

が
設
立
し
た
ク
ロ
ア
チ
ア
労
働
運
動
史
研
究
所
、
現
在
の
ク
ロ
ア
チ
ア
歴
史
研
究
所

を
フ
ラ
ニ
ョ
・
ト
ゥ
ジ
マ
ン
博
士
ク
ロ
ア
チ
ア
歴
史
研
究
所
に
改
称
す
る
提
案
が
な

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
51

。
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
で
あ
り
ト
ゥ
ジ
マ
ン
政
権
を
担
う
政
治

家
で
も
あ
っ
た
イ
ヴ
ァ
ン
・
ア
ラ
リ
ツ
ァ
や
ダ
ヴ
ォ
リ
ン
・
ル
ド
ル
フ
な
ど
一
二
名

の
学
識
者
が
こ
の
提
案
に
署
名
し
て
い
る
。
二
〇
一
六
年
に
ザ
グ
レ
ブ
空
港
が
フ
ラ

ニ
ョ
・
ト
ゥ
ジ
マ
ン
空
港
に
改
称
さ
れ
た
こ
と
に
続
く
こ
う
し
た
動
き
を
「
ト
ゥ
ジ

マ
ン
の
神
聖
化
」52
あ
る
い
は「
歴
史
の
政
治
利
用
」53
と
し
て
批
判
す
る
声
も
あ
る
が
、
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ど
の
よ
う
な
結
果
と
な
る
か
は
不
透
明
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
祝
日
・
記
念
日
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
関
す
る
も
の
で
、

二
〇
二
〇
年
か
ら
五
月
九
日
を
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
日
お
よ
び
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る

勝
利
の
日
」（
記
念
日
）、
一
一
月
一
八
日
を
「
祖
国
戦
争
の
犠
牲
者
の
追
悼
の
日
お

よ
び
ヴ
コ
ヴ
ァ
ル
と
シ
ュ
カ
ブ
ル
ニ
ャ
の
犠
牲
者
の
追
悼
の
日
」（
祝
日
）
と
す
る

こ
と
に
加
え
、し
ば
し
ば
論
争
が
生
じ
て
き
た
「
国
家
の
日
」、「
独
立
記
念
日
」、「
ク

ロ
ア
チ
ア
議
会
の
日
」
の
配
置
を
、
そ
れ
ぞ
れ
六
月
二
五
日
か
ら
五
月
三
〇
日
、

一
〇
月
八
日
か
ら
六
月
二
五
日
、
五
月
三
〇
日
か
ら
一
〇
月
八
日
に
変
更
す
る
と
と

も
に
、「
独
立
記
念
日
」
を
祝
日
か
ら
記
念
日
に
格
下
げ
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た

（「
国
家
の
日
」
は
祝
日
、「
ク
ロ
ア
チ
ア
議
会
の
日
」
は
記
念
日
）54
。
も
と
よ
り
「
国

家
の
日
」
は
戦
後
初
の
自
由
選
挙
に
基
づ
い
て
ク
ロ
ア
チ
ア
議
会
が
発
足
し
た

一
九
九
〇
年
五
月
三
〇
日
を
記
念
し
て
、
そ
の
議
会
に
お
い
て
多
数
派
と
な
っ
た
ク

ロ
ア
チ
ア
民
主
同
盟
に
よ
っ
て
一
九
九
一
年
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
党
が

二
〇
〇
〇
年
に
下
野
し
て
か
ら
、
二
〇
〇
一
年
に
ク
ロ
ア
チ
ア
が
独
立
宣
言
を
行
っ

た
（
一
九
九
一
年
）
六
月
二
五
日
に
移
動
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

現
在
の
与
党
で
あ
る
ク
ロ
ア
チ
ア
民
主
同
盟
に
よ
っ
て
祝
日
・
記
念
日
が
元
に
戻
さ

れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
歴
史
教
育
・
歴
史
教
科
書
に
関
し
て
も
、
こ
う
し
た
「
歴
史
の
政
治
利

用
」
と
思
わ
れ
る
事
例
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
二
〇
一
九
年
に
導
入
さ
れ
た
新
し
い

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
、
そ
れ
と
無
関
係
で
は
な
い
。
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
す
る
議

論
が
始
ま
っ
た
二
〇
一
四
年
に
は
、
当
時
は
野
党
で
あ
っ
た
ク
ロ
ア
チ
ア
民
主
同
盟

が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
テ
ィ
ト
ー
率
い
る
共
産
主
義
政
権
の
犯
罪
行
為
が
十
分

に
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
や
「
祖
国
戦
争
」
の
原
因
が
大
セ
ル
ビ
ア
主
義
に
基
づ
く

侵
略
行
為
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
も
っ
て
歴
史
教
科
書
の
改

訂
を
要
求
し
て
い
た
55

。
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
歴
史
教
育
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

距
離
を
置
き
、
多
角
的
な
視
点
に
基
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
を
可
能
に
す
る
に
は
、
各
種

メ
デ
ィ
ア
や
世
論
の
動
向
を
考
慮
し
て
も
、な
お
時
間
が
か
か
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

注１　

K
urikularna reform

a - Škola za život [https://m
zo.gov.hr/vijesti/kurikularna-

reform
a-skola-za-zivot/2049] 

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
一
九
年
一
二
月
一
日
（
以
下
、
す
べ

て
の
ウ
ェ
ブ
情
報
の
最
終
閲
覧
日
も
同
じ
）。
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
二
〇
一
九
年
度
に
小

学
校
一
年
生
・
五
年
生
・
中
学
校
一
年
生
の
全
科
目
お
よ
び
小
学
校
七
年
生
の
生
物
・
化
学
・

物
理
、
二
〇
二
〇
年
度
に
小
学
校
二
年
生
・
三
年
生
・
六
年
生
・
七
年
生
・
中
学
校
二
年
生
・

三
年
生
の
全
科
目
お
よ
び
小
学
校
八
年
生
の
生
物
・
化
学
・
物
理
、
二
〇
二
一
年
度
に
小
学

校
四
年
生
・
八
年
生
・
中
学
校
四
年
生
お
よ
び
小
学
校
七
年
生
の
地
理
、
二
〇
二
二
年
度
に

小
学
校
八
年
生
の
地
理
に
導
入
さ
れ
る
予
定
。

２　

Snježana K
oren: PR

EM
A

 N
A

JN
O

V
IJEM

 K
U

R
IK

U
LU

M
U

 PO
V

IJESTI, U
Č

EN
IC

I 

B
I TR

EB
A

LI U
Č

ITI D
A

 SE “H
O

LO
K

A
U

ST U
 JU

G
O

SLAV
IJI” O

D
V

IJA
O

 “U
 R

ATU
 

I PO
R

A
Ć

U
”! , Radio G

ornji G
rad: Regionalni časopis za književnost, kulturu i 

društvena pitanja u prijelom
u epohe, Feb. 7. 2019. [https://radiogornjigrad.w

ordpress.

com
/2019/02/07/snjezana-koren-prem

a-najnovijem
-kurikulum

u-povijesti-ucenici-bi-

trebali-uciti-da-se-holokaust-u-jugoslaviji-odvijao-u-ratu-i-poracu/]

３　

O
čitovanje O

dsjeka za povijest Filozofskog fakulteta Sveučilišta u Zagrebu o 

Prijedlogu predm
etnog kurikulum

a povijesti upućenom
 na javno savjetovanje 7. 

veljače 2019., H
RVATSK

I PO
VIJESN

I PO
RTAL. Elektronički časopis za povijest i 
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srodne znanosti, Feb. 18. 2019. [http://povijest.net/]
４　

K
urikulum

 povijesti fi nalno je pokazao, ovaj pokušaj reform
e negacija je znanosti i 

struke, TELEG
RAM

. Portal za društvena i kulturna pitanja. I svijet koji dolazi, Feb. 

24. 2019. [https://w
w

w
.telegram

.hr/price/kurikulum
-povijesti-fi nalno-je-pokazao-ovaj-

pokusaj-reform
e-negacija-je-znanosti-i-struke/]

５　

N
acionalni okvirni kurikulum

 za predškolski odgoj i obrazovanje te opće obvezno i 

srednjoškolsko obrazovanje, Zagreb: M
inistarstvo znanosti, obrazovanja i športa, 2010.

６　

Eurydice

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
教
育
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
サ
イ
ト
等
を
参
照
。[https://

eacea.ec.europa.eu/national-policies/eurydice/]

７　

同
。

８　

O
dluka o donošenju kurikulum

a za nastavni predm
et Povijest za osnovne škole i 

gim
nazije u R

epublici H
rvatskoj, N

N
, 27/2019, M

ar. 20. 2019.

９　

П
равилник о плану наставе и учењ

а за пети и ш
ести разред основног 

образовањ
а и васпитањ

а и програму наставе и учењ
а за пети и ш

ести разред 

основног образовањ
а и васпитањ

а, С
луж

бени гласник Републике С
рбије – 

П
росвет

ни гласник, LX
V

II, 15, 2018; П
равилник о програму наставе и учењ

а за 

седми разред основног образовањ
а и васпитањ

а, С
луж

бени гласник Републике 

С
рбије – П

росвет
ни гласник, LX

V
III, 5, 2019; П

равилник о програму наставе и 

учењ
а за осм

и разред основног образовањ
а и васпитањ

а, С
луж

бени гласник 

Републике С
рбије – П

росвет
ни гласник, LX

V
III, 11, 2019

（
セ
ル
ビ
ア
）; Predm

etni 

program
. ISTO

RIJA. VI, VII, VIII i IX razred osnovne škole, Podgorica: Zavod za 

školstvo, 2017

（
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
）; N

astavni plan i program
. O

snovna škola. Predm
et: 

H
istorija/Povijest, Sarajevo, M

inistarstvo za obrazovanje, nauku i m
lade, 2018

（
ボ
ス

ニ
ア
）; Program

 osnovna šola. ZG
O

D
O

VIN
A. U

čni načrt, Ljubljana: M
inistarstvo za 

šolstvo i šport, 2011

（
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
）; Н

аст
авен план за девет

годиш
но основно 

образование 2019/2020, С
копје: Биро за развој на образованието, 2019

（
北
マ
ケ
ド

ニ
ア
）
等
参
照
。

10　

Planprogram
et, M

inistria e A
rsim

it, e Shkencës dhe e Teknologjisë [https://m
asht.

rks-gov.net/planprogram
et-1]

11　

D
ržavna m

atura, Zagreb: M
inistarstvo znanosti, obrazovanja i športa, 2009.

12　

O
dluka o donošenju kurikulum

a za nastavni predm
et Povijest za osnovne škole i 

gim
nazije u R

epublici H
rvatskoj, N

arodne novine, 27/2019.

13　

D
am

ir A
gičić, Povijest 7 : udžbenik povijesti za sedm

i razred osnovne škole, Zagreb: 

Profi l, 1998; Vesna Đ
urić, Povijest 8 : udžbenik povijesti za osm

i razred osnovne škole, 

Zagreb: Profil, 2000; Snježana K
oren, Povijest 8 : udžbenik povijesti za 8. razred 

osnovne škole, Zagreb: Profi l, 2000.

14　

D
avorka B

ubanj-Valentić, Povijest 4 : udžbenik za četvrti razred gim
m

azije, Zagreb: 

B
irotehnika - C

entar za dopisno obrazovanje, 2007; Popis odobrenih udžbenika za 

G
IM

N
A

ZIJE za šk. god. 2007./2008.; G
IM

N
A

ZIJE, B
risani udžbenici i druga nastavna 

sredstva iz K
ataloga za šk. god. 2009./2010.

15　

二
〇
一
九
／
二
〇
年
度
の
教
科
書
目
録
に
は
、
小
学
校
五
年
生
向
け
五
種
類
（
各
社
一
種

類
）、
中
学
校
一
年
生
向
け
四
種
類
（
ア
ル
カ
ス
ク
リ
プ
ト
社
を
除
く
各
社
一
種
類
）
の
歴

史
教
科
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。K

atalog odobrenih udžbenika šk. god. 2019./2020. 

[https://m
zo.gov.hr/]

16　

ス
ニ
ェ
ジ
ャ
ナ
・
コ
レ
ン
「
教
科
書
の
中
の
地
域
史
―
ク
ロ
ア
チ
ア
の
事
例
―
」、
柴
宜

弘
編
『
バ
ル
カ
ン
史
と
歴
史
教
育
―
「
地
域
史
」
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
構
築
』（
明

石
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）、
一
二
六
頁
。
こ
の
時
期
の
ク
ロ
ア
チ
ア
の
歴
史
教
育
の
問
題
に

つ
い
て
は
、石
田
信
一「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
と
歴
史
教
育
か
ら
見
た
和
解
の
試
み
」『
跡

見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
五
三
（
二
〇
一
八
年
）、
一
〜
一
七
頁
を
参
照
（
本
稿
と

重
複
す
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
）。
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17　

コ
レ
ン
、
前
掲
論
文
、
一
二
七
頁
。

18　
U

stav R
epublike H

rvatsle, N
arodne novine, 56/1990; U

stavni zakon o izm
jenam

a i 

dopunam
a U

stava R
epublike H

rvatske, N
arodne novine, 135/1997.

19　

コ
レ
ン
、
前
掲
論
文
、
一
二
九
頁
。

20　

Ivo Perić, Povijest za VIII. razred osnovne škole, Zagreb: A
lfa, 1998, p.13.

21　

Ibid., p.68.

22　

Ibid., pp.98-99, 102-103.

23　

Ibid., p.111.

24　

Ibid., pp.114-116.

25　

M
agdalena N

ajbar-A
gičić, “The Yugoslav H

istory in C
roatian Textbooks,” C

hristina 

K
oulouri, ed., C

lio in the Balkans. The Politics of H
istory Education, Thessaloniki: 

C
D

R
SEE, 2002, p.248.

26　

A
nam

aria D
utceac Segesten, M

yth, Identity, and C
onfl ict. A C

om
parative Analysis of 

Rom
anian and Serbian H

istory Textbooks, Lanham
: Lexington B

ooks, 2011, p.230. 

参

照
し
て
い
る
教
科
書
は
、Н

икока Гаћеш
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